
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組

合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
が
、
お
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
の
元
旦
に
巨
大
地
震
、
能
登
半
島
地
震
が
襲

い
ま
し
た
。
日
本
海
地
方
の
多
く
の
仲
間
が
被
災
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
9
月
に
能
登
半
島
を
歴
史
上
に

な
い
ほ
ど
の
豪
雨
が
お
そ
い
ま
し
た
。
報
道
を
観
た

と
き
に
胸
が
痛
く
な
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
一
年
を

経
過
し
ま
す
が
余
震
は
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
7

月
に
は
東
北
地
方
で
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
、
四
国
地
方

等
で
も
台
風
に
伴
う
大
雨
や
豪
雨
被
害
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
8
月
に
は
宮
崎
県
で
も
震
度
6
弱
の
大

地
震
等
が
あ
り
、
自
然
災
害
は
数
え
上
げ
れ
ば
切
り

が
な
い
ほ
ど
の
災
害
大
国
日
本
で
あ
る
と
思
い
知
ら

さ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
を
含
む
組
合

員
の
皆
さ
ん
は
全
て
の
職
種
に
お
い
て
就
労
、
作
業

を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
、
労
働
者
が
働
き
続

け
る
こ
と
に
よ
り
社
会
は
停
滞
す
る
こ
と
な
く
回
り

続
け
ま
す
。
全
国
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
支
え
る
ご

家
族
に
最
大
限
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

全
国
各
地
に
お
い
て
全
港
湾
労
働
運
動
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
な
く
取
り
組
ま
れ
、
中
央
本
部
へ
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
被
災
地
へ
思
い
を
寄
せ
る
と
と
も
に
被
災
さ

れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
全
港
湾
は
最
大
限
の
支
援
を
約
束
い

た
し
ま
す
。

昨
年
4
月
、
日
本
政
府
は
防
衛
力
強
化
と
自
衛

隊
、
海
上
保
安
庁
が
円
滑
に
使
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
全
国
の
16
の
空
港
と
港
湾
を
「
特
定
利
用
空
港

・
港
湾
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
関
係
閣
僚
会
議

持
ち
回
り
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。
10
月
に
自
衛
隊

は
指
定
さ
れ
て
い
る
沖
縄
県
石
垣
港
へ
災
害
時
の
対

応
を
想
定
し
て
の
試
験
と
称
し
て
自
衛
艦
の
接
岸
を

実
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
災
害
対
応
訓
練
で
は

な
く
日
米
合
同
軍
事
演
習
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
露

見
し
ま
し
た
。
沖
縄
地
方
本
部
は
軍
事
利
用
が
目
的

と
し
て
、
直
ち
に
実
力
行
使
を
背
景
に
労
使
交
渉
を

は
じ
め
と
し
た
抗
議
行
動
を
た
た
か
い
、
中
止
に
追

い
込
み
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
的
に
注
視
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦
争
で
真
っ
先
に
標
的
に

な
る
の
は
空
港
・
港
湾
・
原
子
力
発
電
所
で
す
。「
港

湾
を
兵
站
基
地
」
に
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
た
た
か
い

を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
台
湾
海
峡

の
有
事
な
ど
と
安
全
保
障
の
危
機
を
煽
り
、
戦
争
す

る
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
戦
争

を
始
め
る
の
は
政
治
に
か
か
わ
る
老
人
で
戦
地
に
駆

り
出
さ
れ
る
の
は
将
来
あ
る
若
者
で
す
。
先
の
戦
争

の
反
省
に
立
つ
我
が
国
日
本
だ
か
ら
こ
そ
外
交
努
力

に
よ
る
国
際
融
和
に
努
め
、
平
和
外
交
を
取
り
組
む

説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
二
度
と
若
者
を
戦
場
に
送
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

石
破
首
相
は
就
任
直
後
の
10
月
に
論
戦
を
回
避
し

て
衆
議
院
を
解
散
し
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
自
民
・
公
明
合
わ
せ
て
過
半
数
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
野
党
多
数
を
勝
ち
得
た
今
こ
そ
憲

法
違
反
の
「
集
団
的
自
衛
権
」
を
否
定
し
元
に
戻
す

政
治
、
施
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
国
民
を
苦
し
め
る
物
価
高
騰
は
、
自
民
党

に
よ
る
1
9
9
5
年
当
時
か
ら
行
っ
た
デ
フ
レ
政
策

に
よ
る
、
賃
金
の
抑
制
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
労
働
の
推
進

と
規
制
緩
和
政
策
に
よ
る
過
当
競
争
が
原
因
で
す
。

政
府
、
政
治
に
任
せ
て
い
て
も
賃
金
労
働
条
件
は
向

上
し
ま
せ
ん
、
今
の
生
活
の
た
め
は
も
と
よ
り
、
日

本
の
将
来
の
人
た
ち
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
修
正
し

た
日
本
社
会
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
全
港
湾
労
働
運
動
の
団
結
の
力
を
発
揮
す

る
と
き
で
す
。
産
業
別
労
働
運
動
を
堅
持
し
て
た
た

か
う
歴
史
の
伝
統
を
継
承
し
て
組
合
員
と
執
行
部
が

一
丸
と
な
っ
て
活
発
な
議
論
と
行
動
を
取
組
み
、
運

動
を
展
開
し
ま
す
。
例
年
以
上
の
決
意
と
覚
悟
を
も

っ
て
世
直
し
を
た
た
か
い
ま
す
。
私
た
ち
全
港
湾
の

要
求
が
実
現
し
た
と
き
、
国
民
の
利
益
と
な
る
と
確

信
を
持
ち
ま
す
。
全
国
の
全
港
湾
組
合
員
の
団
結
を

確
信
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

中
央
執
行
委
員
長

鈴
木

誠
一

東京都大田区蒲田
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Ⅰ
�
秋
年
末
闘
争
た
た
か
い
の
経

過
全
港
湾
各
地
方
は
、
第
95
回
定

期
全
国
大
会
で
確
認
さ
れ
た
秋
年

末
闘
争
方
針
の
下
、
冬
季
一
時
金

の
獲
得
や
労
働
条
件
の
到
達
、
継

続
交
渉
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

1
�
労
働
条
件
引
き
上
げ
の
た
た

か
い

⑴
冬
季
一
時
金
闘
争

①
各
地
方
は
、
第
2
回
中
央
執
行

委
員
会
で
確
認
し
た
昨
年
同
期
の

率
・
額
を
上
回
る
要
求
設
定
を
行

な
い
、

10
月
末
〜
11
月
上
旬
に
要
求
書
を

提
出
し
た
。

②
回
答
状
況
及
び
妥
結
結
果

2
0
2
4
冬
季
一
時
金
の
解
決

目
標
（
11
月
下
旬
）
を
迎
え
る

中
、
妥
結
分
会
が
出
始
め
、
11
月

28
日
ま
で
に
報
告
の
あ
っ
た
第
1

次
集
計
結
果
は
、
速
報
分
会
1
5

3
分
会
中
、
42
分
会
に
回
答
が
出

さ
れ
、
22
分
会
が
妥
結
に
至
っ

た
。
速
報
分
会
で
の
回
答
額
平
均

は
5
2
2
、2
4
8
円
で
、妥
結
額

平
均
3
8
8
、8
4
3
円
と
な
っ

て
お
り
、
速
報
分
会
の
地
方
別
で

み
る
と
、
北
海
道
で
3
分
会
、
関

東
で
7
分
会
、
四
国
の
全
12
分
会

が
妥
結
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か

の
地
方
に
つ
い
て
は
妥
結
に
至
っ

て
い
な
い
か
も
し
く
は
集
計
中
で

あ
っ
た
。

12
月
10
日
を
最
終
集
計
と
し
た

結
果
、
速
報
分
会
1
5
3
分
会

中
、
1
2
0
分
会
に
有
額
回
答
が

出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
1
0
7
分
会

が
妥
結
に
至
っ
た
。

港
湾
職
種
で
の
平
均
回
答
額

は
、
5
3
0
、7
0
4
円
で
、
昨

年
同
時
期
を
2
3
、2
0
1
円
上

回
り
、
ト
ラ
ッ
ク
職
種
が
3
8

1
、4
1
4
で
、
昨
年
同
時
期
を

1
6
、2
6
6
円
上
回
り
、
一
般

職
種
は
4
4
6
、0
6
4
円
で
、

昨
年
同
時
期
を
3
1
、5
1
0
円

上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

闘
争
分
会
で
は
、
2
8
7
分
会

中
、
2
2
2
分
会
に
有
額
回
答
が

出
さ
れ
、
回
答
額
平
均
は
、
5
0

2
、3
7
1
円
と
昨
年
同
時
期
を

2
2
、1
0
4
円
上
回
っ
て
お

り
、
率
を
見
る
と
、
1
・
62
ヶ
月

で
昨
年
同
時
期
を
0
・
07
ヶ
月
下

回
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
妥
結
分

会
数
は
1
9
5
分
会
で
、
妥
結
額

平
均
は
、
5
0
2
、8
6
8
円
と

な
っ
て
い
る
。

③
港
湾
関
係
労
組
の
回
答
状
況

ⅰ
日
港
労
連
は
12
月
16
日
現
在
、

集
計
中
と
な
っ
て
い
る
。

ⅱ
検
数
労
連
は
、
12
月
4
日
に
以

下
の
金
額
で
妥
結
し
た
。

全
日
検

組
合
員
平
均
5
2

8
、9
2
1
円
＋
α
（
昨
年
冬
＋

1
3
、1
6
6
円
）

日

検

組
合
員
平
均
5
2

6
、6
1
0
円
＋
α
（
昨
年
冬
＋

3
3
、4
7
4
円
）

ⅲ
検
定
労
連
は
、
海
事
検
定
職
組

が
11
月
20
日
に
、
組
合
員
平
均
77

万
円
相
当
で
妥
結
し
た
。
シ
ン
ケ

ン
労
組
は
11
月
20
日
に
、
組
合
員

平
均
64
万
8
千
円
（
昨
年
冬
＋
4

万
3
千
円
）
で
妥
結
。
な
お
、
新

日
本
検
定
職
組
は
、
組
合
員
平
均

80
万
円
で
妥
結
し
た
。

ⅳ
全
倉
運
は
、
12
月
11
日
現
在
、

以
下
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

秋
年
末
闘
争
方
式
の
回
答
及
び

年
間
方
式
の
回
答
状
況
は
、
単
純

平
均
40
組
合
で
、
2
・
3
9
4
ヶ

月
（
＋
0
・
0
3
9
ヶ
月
）、
平

均
回
答
額
6
8
1
、0
2
2
円

（
＋
2
1
、1
7
6
円
）
と
な
っ

て
お
り
、
加
重
平
均
で
は
、
4
、

0
2
9
人
、
2
・
6
3
1
ヶ

月

（
－
0
・
0
9
0
ヶ
月
）、
7
8

8
、2
5
9
円
（
＋
7
、1
0
4

円
）
と
な
っ
て
い
る
。

〈
年
間
方
式
（
春
ま
た
は
夏
に
決

定
）
の
集
計
〉

単
純
平
均

8
組
合
、
2
・
4
6

7
ヶ
月
、
平
均
額
6
8
8
、9
6

4
円

加
重
平
均

1
、7
5
2
人
、
2

・
8
0
1
ヶ
月
、
平
均
額
8
7

6
、1
7
4
円

〈
年
末
一
時
金
回
答
平
均
〉

単
純
平
均

32
組
合
、
2
・
3
7

7
ヶ
月
、
平
均
額
6
7
9
、0
3

7
円

加
重
平
均

2
、2
7
7
人
、
2

・
4
9
0
ヶ
月
、
平
均
額
7
2

0
、6
1
4
円

ⅴ
大
港
労
組
は
、
11
月
25
日
、
5

2
3
、0
0
0
円
（
昨
年
比
5
、0

0
0
円
増
）
で
妥
結
し
た
。

ⅵ
全
日
通
は
年
間
3
・
2
ヶ
月
で

妥
結
し
た
。（
夏
1
・
6
ヶ
月
、

冬
1
・
6
ヶ
月
）

④
他
団
体
の
回
答
状
況

ⅰ
連
合
は
12
月
6
日
現
在
、
加
重

平
均
で
、
2
・
47
ヶ
月
、
7
4
1
、

1
4
2
円
（
昨
年
同
期

0
・
09

ヶ
月
、
3
、1
2
5
円
増
）
と
な

っ
て
い
る
。

ⅱ
国
民
春
闘
共
闘
（
全
労
連
）

は
、
11
月
14
日
現
在
、
単
純
平
均

5
7
3
組
合
が
2
・
03
ヶ
月

6

2
1
、4
3
1
円
（
昨
年
同
期
1

4
、2
0
9
円
減
）。
加
重
平
均
8

8
、7
8
6
人
で
5
8
8
、4
5
2

円
（
昨
年
同
期

3
1
、2
8
3

円
減
）

ⅲ
経
団
連
の
集
計
は
、
12
月
11
日

現
在
未
発
表
。
参
考
ま
で
に
2
0

2
3
年
度
の
集
計
は
、
単
純
平
均

8
2
6
、4
9
0
円
、
加
重
平
均

9
0
6
、4
1
3
円
だ
っ
た
。

⑵
秋
年
末
オ
ル
グ

第
95
回
定
期
全
国
大
会
で
決
定

さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
24
秋
年

末
オ
ル
グ
を
企
画
し
、
日
程
的
な

問
題
も
あ
り
、
中
央
本
部
常
任
は

名
古
屋
支
部
の
み
の
参
加
と
な
っ

た
が
、
各
地
方
は
24
－
25
本
部
方

針
を
も
と
に
、
執
行
委
員
会
等
の

場
に
お
い
て
地
本
独
自
の
オ
ル
グ

が
開
催
さ
れ
た
。

⑶
秋
年
末
に
お
け
る
到
達
闘
争

第
95
回
定
期
全
国
大
会
で
決
定

さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
①
労
働

時
間
短
縮
、
②
定
年
延
長
65
歳
と

退
職
者
の
補
充
、
③
退
職
金
引
き

上
げ
、
④
労
働
災
害
・
企
業
上
積

み
保
障
の
引
き
上
げ
、
⑤
労
働
協

約
の
締
結
な
ど
、
諸
労
働
条
件
の

到
達
闘
争
の
た
た
か
い
を
す
す
め

て
き
た
。

そ
の
結
果
、
東
北
地
本
が
2
0

2
4
年
11
月
19
日
に
開
催
し
た
東

北
地
区
集
団
交
渉
に
お
い
て
、
65

歳
ま
で
労
働
条
件
を
「
1
0
0

％
」
を
引
き
下
げ
な
い
こ
と
を
要

求
し
、
2
0
2
8
年
度
ま
で
に
、

65
歳
ま
で
の
労
働
条
件
を
「
1
0

0
％
」
と
す
る
こ
と
を
勝
ち
取
っ

た
。
東
北
地
区
で
は
65
歳
定
年
延

長
は
全
支
部
、
分
会
確
立
し
て
い

る
も
の
の
労
働
条
件
等
は
昨
年
の

交
渉
で
96
％
ま
で
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
交
渉
に
お
い
て
2
0
2
8

年
度
ま
で
に
65
歳
ま
で
労
働
条
件

を
（
健
保
、
厚
生
等
を
含
む
）
1

0
0
％
に
す
る
こ
と
を
確
立
し

た
。関

東
地
本
東
京
支
部
で
は
、
ニ

チ
ウ
ン
分
会
が
65
歳
ま
で
減
額
無

し
の
1
0
0
％
賃
金
で
定
年
延
長

獲
得
。
東
海
運
浦
安
分
会
で
は
、

社
会
保
険
負
担
割
合
を
会
社
7
割

／
労
働
者
3
割
の
獲
得
と
完
全
週

休
二
日
制
（
土
・
日
）
の
獲
得
、

労
災
企
業
補
償
に
つ
い
て
も
本
部

要
求
通
り
獲
得
し
た
ほ
か
、
東
海

運
分
会
で
65
歳
ま
で
減
額
無
し
の

1
0
0
％
賃
金
で
の
定
年
延
長

（
2
0
2
4
年
よ
り
公
表
）
を
獲

得
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
地
本
に
お
い
て
も

定
年
65
歳
引
き
上
げ
で
、
60
歳
以

降
1
0
0
％
維
持
の
要
求
を
出

し
、
海
運
が
残
っ
た
も
の
の
、
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

2
�
た
た
か
い
の
総
括

⑴
労
働
条
件
引
き
上
げ
の
た
た
か

い
24
年
冬
季
一
時
金
の
た
た
か
い

は
、
出
足
こ
そ
遅
か
っ
た
も
の

の
、
山
場
で
は
各
地
方
・
支
部
の

粘
り
強
い
交
渉
が
積
極
的
に
行
わ

れ
、
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
結
果

と
な
り
、
職
種
別
に
み
て
も
確
実

に
成
果
が
残
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。
国
内
・
外
の
経
済
状
況
が
見

通
せ
な
い
中
で
の
一
時
金
引
き
上

げ
は
、
組
合
員
の
声
に
応
え
る
こ

と
が
出
来
た
た
た
か
い
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
。
各
地
方
・
支

部
の
役
員
の
指
導
力
・
交
渉
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
25
春
闘
に

向
け
て
、
更
な
る
た
た
か
い
を
期

待
す
る
。

以

上

22
00
22
44
年年
秋秋
年年
末末
闘闘
争争
のの

経経
過過
とと
総総
括括（（
案案
））

回答指定日

分会ごと

10月23日

11月28日

11月1日

11月20日まで

11月15日

11月20日

11月27日

11月20日

11月25日

11月中個別交渉

11月15日

11月20日

11月20日

11月20日

11月20日

11月20日

11月30日

要求提出日

分会ごと

10月15日

11月8日

10月24日

11月8日まで

10月18日

10月28日

11月6日

11月1日

11月7日

11月6日

10月25日

10月31日まで

10月31日まで

10月31日まで

10月31日まで

10月31日まで

10月28日

要求額

分会ごと

3．5ヶ月

70万円

85万円以上

58万円

92万円

95万円

90万円以上

昨年実績以上

3ヶ月以上

昨年実績以上

80万円

3ヶ月

70万円

4ヶ月以上

4ヶ月以上

90万円

35割

地 方

北海道

東 北

日本海

関 東

東海5支部

名古屋支部

関 西

阪神支部

大阪支部

神戸支部

築港支部

建設支部

四 国

九 州

関門支部

博多支部

長崎県支部

鹿児島支部

苅田支部

沖 縄

第1375号（２）こうわんろうどうこうわんろうどう2025年1月1日
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